
STEM 分野の未来を⽀える多様性-
-理系の男⼥差を解決する鍵は、
⼩中教育？家庭？地域？

開催趣旨
新永 浩⼦（⿅児島⼤学）

⽇本学術会議 連携会員
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⽇本学術会議の取り組み

•物理学委員会 物理教育分科会

•数学委員会 数学教育分科会

•科学者委員会 科学者委員会ジェンダー・エクイティ分科会

•法学委員会 法学委員会ジェンダー法分科会
• 公開シンポジウム「科学におけるダイバーシティを考える〜⾃分らし
い進路・キャリアパス選択のために〜」2025/10/04 開催
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分野横断、地域横断した活動を展開



15歳数学⼒平均スコアの国際⽐較
•⽇本の⼥⼦の数学レベ
ルはOECD諸国の中で
世界トップクラス
• シンガポール、台湾、
マカオ、⾹港についで
５番⽬
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PISA 2022



⾼等教育機関の⼊学者に占める⼥性割合
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⽇本はOECD加盟国中最下位

(Copyright:内閣府)



15歳数学⼒平均スコアの国際⽐較
•⽇本の⼥⼦の数学レベ
ルはOECD諸国の中で
世界トップクラス
• シンガポール、台湾、
マカオ、⾹港についで
５番⽬

•この世界トップクラス
の頭脳はどこへ消えて
いるのか？
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PISA 2022



⽇本の⼥⼦は理系に進みにくい
• ⼤⼈（親、教員）のジェンダーステレオタイプからのプレッシャー

• 理系に進むのに理由が求められる

• 親の期待に応えようとする

• リスクを避ける傾向

• ⼥⼦は⾃信を持ちにくい傾向

• キャリアパスが不安 ← ロールモデルが少ない

• ライフイベントとキャリア形成の両⽴が難しい ← 本来男⼥が平等に担う
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⼥⼦特有の事情



⽇本の⼥⼦は理系に進みにくい
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⼥⼦特有の事情 –⽂理分断を契機に⼤幅減→ 離脱
(2022 総合科学技術・イノベーション会議)



男⼥の賃⾦格差
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賃⾦格差の⼤きさと
労働⽣産性の低さは相関

⼈的資源のミスマッチ（才能の死滅）
→本来、⾼い能⼒を持つ⼥性が賃⾦格差や昇進の壁のため、能⼒を発揮しにくい
職種や地位に留まっている。 適材適所の阻害。
モチベーションと定着率の低下

→同じ仕事をしても報酬が少ない。評価されない。
イノベーションの⽋如につながる

→ 多様な視点が⽋けることで、イノベーションを⽣み出せない。

公正な評価制度（透明化）の導⼊→モチベーション
のアップ
プロセスの効率化→ 時間あたりの⽣産性に着⽬
才能を適所に配置→優秀⼈材の育成と確保

格差の是正は労働⽣産性を
引き上げる
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